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日本中小企業学会第 38回全国大会記
～統一論題「中小企業と人材

－人材育成に期待される中小企業の役割－」～

高 橋 徳 行

　日本中小企業学会第 38 回全国大会は，2018 年 9 月
8 日，9 日の両日にわたって，武蔵大学江古田キャン
パスで開催された。参加者（受付をされた方）は，8
日 104 名，9日 102 名と 2日とも 100 人を超えた。
　今回の全国大会統一論題は，本稿のタイトルにもあ
るように，「中小企業と人材－人材育成に期待される
中小企業の役割－」とした。
　昨今の好景気と相まって，多くの中小企業は人材確
保において厳しい状況に置かれている。また，後継者
という人材難も深刻である。しかしながら，人材をめ
ぐる厳しい環境の中で，中小企業の先進的な取組みも
少なくない。例えば，育児サポートなどに代表される
質的な労働環境の満足度において，中小企業が大企業
に比べて高い満足度を示す調査結果もあり，何よりも，
企業数が大企業よりも圧倒的に多い中小企業では，平
均値では捉えきれない部分が多く，大企業を凌ぐ労働
環境を設けているところも多い。
　いずれにしても，全国平均では約 70 パーセント，
三大都市圏を除く地域では約 85 パーセントの従業員
が中小企業で働いていることを踏まえると，中小企業
がどのような労働環境を提供しているのか，人材育成
をいかに行っているのかは，日本経済の根幹部分を決
定する重要なテーマであることは間違いない。また，
先にも触れたように，後継者という人材育成の成否は，
廃業企業数の動向に直接作用し，それは日本企業の雇
用吸収力に影響を及ぼすことになる。
　以上のような問題意識のもとで，第 38 回を迎えた
2018 年度の日本中小企業学会全国大会の統一論題を
「中小企業と人材：人材育成に期待される中小企業の
役割」と定めた。
　また，今大会も例年通り，信金中央金庫　地域・中

小企業研究所から協賛をいただいた国際交流セッショ
ンでは，韓国からCatholic University of Korea の Ki-
Chan Kim 氏，そしてオーストラリアからUniversity 
of New England の Bernice Kotey 氏を招き，それぞ
れ人道的起業家活動（Humane Entrepreneurship），
中小企業の人材開発などに関する講演をいただき，そ
の後，当学会の会長である岡室博之氏を座長にパネル
ディスカッションを実施した。
　大会プログラムは大きく分けて自由論題報告，統一
論題報告とそれに続くパネルディスカッション，そし
て国際交流セッションの 3部から構成されており，以
下では，それぞれについて簡単に報告したい。
　自由論題は 2日間で 9 分科会が開催され，20 名か
ら報告があった。当初，23 名の登録であったが，大
会 2日前の北海道胆振東部地震の影響などで，3名が
報告を取りやめた。
　第 1分科会は，自動車産業をテーマとして，ある下
請企業の倒産，それに続く裁判の考察を通じて自動車
産業における下請問題を論じた報告などが行われた。
　第 2分科会のテーマは国際化であった。ここでは，
日本企業のアジア進出について定量分析や海外での
「新事業展開」の可能性などについて活発な議論が交
わされた。
　第 3分科会と第 8分科会は地域をテーマとして，特
定地域の起業家輩出のメカニズムや特定業種の集積要
因などに関する報告が行われた。
　第 4分科会は経営者研究のセッションであり，中小
企業経営者の健康リスクに関する報告や中国温州商人
活動の進化プロセスに関する報告があった。
　第 5分科会のテーマは人的資源であり，フリーラン
スの働き方と満足度，人づくりを基軸とした和裁企業
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の経営というタイトルの報告が行われた。
　第 6分科会からは大会 2日目のセッションとなり，
ここでは政策をテーマに報告，それに続いて活発な議
論が行われた。
　第 7分科会は製造業のサービス化をテーマとして，
中小製造業における新たな情報技術を活用したサービ
ス化の効果と課題などについて報告された。
　第 8分科会は先に述べたとおり地域がテーマのセッ
ションである。
　第 9分科会は，ガバナンスをテーマとした。ここで
は，経営統合後の買い手企業のコーポレートガバナン
スに関する報告などが行われた。
　分科会は一部の発表を除き，40 名定員の教室を使っ
て実施したが，ほぼ満員の状態が続き，一部では立ち
見がでるほどであった。
　国際交流セッションは，大会初日の午後，会員総会
の後に実施した。先に触れたように，韓国とオースト
ラリアから二人の研究者を招き，お二人の講演後に岡
室氏を座長とするパネルディスカッションを行った。
　統一論題では，池田潔氏（大阪商業大学）と山田基
成氏（名古屋大学）を座長に，額田春華氏（日本女子
大学）が「中堅・中小ものづくり企業におけるジェン
ダー・ダイバシティ・マネジメント：規模により変わ
る女性活躍の姿と課題」，竹内英二氏（日本政策金融
公庫）が「外国人材の活用と中小企業の成長」，そして
久保田典男氏（島根県立大学）が「事業承継を契機と
した人材マネジメント：島根県における親族外承継・
M&A・事業再生のケーススタディ」をそれぞれのテー
マとして報告した。
　額田氏は，製造業における中堅・中小企業の特徴を
生かした女性活躍推進の目指す方向性というものがあ
るのか，そして中堅・中小ものづくり企業がジェン
ダーに関わらず多様な人々が活躍できる組織として成
果をあげていくための課題は何かという 2つのリサー
チクェスチョンに答えるため，富山県で実施した額田
氏独自のインタビュー調査結果の深堀りと，関連する
文献の整理，及び既存のアンケート調査結果の再整理
をもとに報告した。その結果として，ワークライフバ
ランス（WLB）支援に関係する「柔軟な働き方」への
従業員満足の面だけでなく，男女均等推進に関係する
「女性の職域拡大」「女性の役職登用」の面でも，「101
～ 300 人規模」の達成度合いが，それより小さい規模
よりも，また大きい規模よりも低くなるという興味深
い結果を紹介した。

　竹内氏は，日本政策金融公庫総合研究所が，融資先
の中小企業を対象として 2016 年に実施した「外国人
材の活用に関するアンケート」を分析し，中小企業に
おける外国人雇用には，補完（主に正社員）と代替（主
に非正社員と技能実習生）の二つの側面があることを
報告した。すなわち，前者の場合は，外国人の雇用が
企業の成長や働き方改革につながる可能性が高い。一
方，後者の場合はそうした効果が期待しにくく，特に
技能実習生の雇用は，労働力を安定的に確保する効果
はあるものの，企業から労働条件を改善する意欲を奪
う効果もあり，長期的には中小企業の経営基盤を弱め
るおそれがあるという内容のものである。
　久保田氏は，島根県内において，従業員等による親
族外承継・M&A・事業再生によって経営者が交代し
た中小企業の後継者に対して，既存役員・従業員に対
する人材マネジメントの取組みなどを聴取したインタ
ビュー調査に基づいて考察した結果を報告した。その
主な調査結果として，従業員等による親族外承継の事
例では，家業ではなく社員のための経営を志向すると
いう観点から社員の立場にたった人材マネジメントが
行われている。その過程では，社員に対して親族内の
しがらみに囚われない開かれた経営を志向しつつ，人
事評価・配置などの透明性を高める取組みがなされて
いる。これらの人材マネジメントの取組みを通じて正
統性の確保がなされるとともに，人材マネジメントの
強化が次世代経営者の育成にもつながっているという
調査結果が紹介された。
　統一論題報告には，篠原正幸氏（しのはらプレスサー
ビス），弘中史子氏（滋賀大学），そして村上義昭氏（大
阪商業大学）が討論者として，各報告にコメントがな
され，その質疑は，統一論題討論会で活発に議論され
た。
　今回の全国大会においては，国際交流セッションと
統一論題での論点ならびに議論のベースが内容的につ
ながり，そのことによって熱心な議論が展開された。
　今大会に参加いただいた会員各位にはご不便をおか
けしたことも数多くあったと思われるが，大きなハプ
ニングもなく，無事終えることができたことに 改めて
お礼を申し上げる次第である。
　最後になるが，このような伝統ある全国大会を武蔵
大学で開催するという機会を与えていただいた岡室博
之会長，そして準備にあたって一方ならぬ協力をいた
だいた堀潔プログラム委員長，第 36 回全国大会の岡
田浩一元準備委員長，第 37 回全国大会の前田啓一前
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準備委員長の皆様にお礼を申し上げて，大会記とさせ
ていただきたい。
　ありがとうございました。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


